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１．故白石キャプテン慰霊登山

合唱団登山部では、予てより故白石キャプテン

の慰霊登山を計画、当初は９月６日～８日の２泊

３日で南アルプス・甲斐駒ケ岳頂上から、キャプ

テン遭難の黒戸尾根を目指す計画でしたが、悪天

候が予測され中止。そこで再度計画し、10 月 11

日（日）～ 12 日（祝・月）の１泊２日で実施し

ました。参加者は、伊藤、植木、鶴野、山路の各

氏と本間で計 5 名となりました。

１日目は、天気は曇りで小雨、明日は風は強い

ものの快晴の予報。そこで横浜から八王子経由、

特急で甲府へ。10 時発の広河原行きのバスは山

男、山ガール満席。以前は広河原まで車で行けた

のですが、今は手前の夜叉神峠から先には乗り入

れません。広河原のレストハウスで一同昼食とし、

北沢峠へのバスに乗り換えました。雨がぽつぽつ

窓に当たりますがたいしたことなさそう。北沢峠

は仙丈岳を目指す登山者も多いのですが、一般的

には戸台口からバスでやってきます。われわれに

とっては甲府経由が便利で早い。約１時間歩いて

仙水小屋着。早速５人の寝場所が決められ、そこ

で軽く一杯やっていると、早くも午後４時には夕

食で、この寝場所が食堂に早替わりします。７時

半消灯。毛布３枚のうち１枚は敷き布団の上に敷

いて２枚を掛け、しかもダウンジャケットを着て

も、なんとも寒い。うとうとしてから外のトイレ

に行ったところ、なんと満天の星でした。

２日目、朝３時半には起こされ、４時朝食。４

時半からまず仙水峠を目指します。ヘッドランプ

で足元を照らしながら登ります。風も強く顔に強

く当たり、指先は凍えました。仙水峠からは急登

が続きます。ゆっくりゆっくりと心がけ、若者た

ちに道を譲りな

がらようやく駒

津峰に到着。こ

こ は 既 に 標 高

2,752m。天気は

快晴、目の前に

甲斐駒ケ岳が迫

っています。

遠くに富士山、近くには北岳、間ノ岳、鳳凰三

山、仙丈岳などがくっきり。

ここでタイムキーパーの山路氏より提案があり、

北沢峠発 13 時 30 分の帰りのバスに間に合うため

に、ここで慰霊

の意を表し、降

りることにして

はどうか、と言

うもの。一同賛

成し、白石キャ

プテン遭難地点

とおぼしき方向

に向かい黙祷、

谷に向かって清

めの酒を注ぎま

した。皆で歌った「遥かな友へ」も気持ちが溢れ

たのか寒さのためかうまくハモれません。白石キ

ャプテン、聴こえたでしょうか。それにしてもも

っとうまく歌えと笑っているでしょうね。

降りは一旦双児山への登り返しがありますが、

ひたすら降ります。途中、下の樹林の間に黄色や

赤色が見えると小屋の屋根が見えたと喜んだもの

の、それは部分的に始まった紅葉でした。そんな

ことが３～４回もあり、そのつどがっくり。何と

かバス時間に余裕を持って到着、昼食としました。

甲府からの帰りは、運よく横浜直通の「はまかい

じ」に座れ、一同ビールで乾杯、早めに帰宅する

ことが出来ました。

白石キャプテン、どうか安らかにお眠りくださ

い。（Ｔ２・本間） （写真は植木さん撮影）

２．合唱団登山部山行歴

合唱団登山部は、2003 年に創部され、今回の

登山が 12 回目となりました。名前は登山部です

が、本格的な登山は少なく、ハイキングも多く行

いました。また、頂上で鍋をつついたり、下山後

は温泉に寄ったりという行程も重視してきました。

本間部長が取りまとめた山行歴に、山路が補足

してリストをつくりました。山行記録は原則とし

て NL に掲載しておりますので、ご参照下さい。

複数のピークに登った場合も名称は一つだけ書

いてます。なお御岳山は、みたけさんで、御嶽山

（おんたけさん）ではありません。

(1) 金時山 2003.10.26(日)７名、湯、NL147

(2) 八子が峰 2005.06.05(日)８名、湯、NL161

(3) 陣馬山 2005.11.13(日)６名、湯、NL162

(4) 御岳山 2006.11.26(日)９名、湯、NL168

(5) 幕山 2007.11.23(祝)５名、湯、NL174

(6) 三つ峠 2008.11.15(土)６名、湯、NL177

(7) 扇山 2010.05.01(土)５名、湯、NL182

(8) 明神が岳 2010.11.03(祝)７名、湯、NL183

(9)白馬岳 2012.7.27(金)-30(月)５名、湯、NL192

(10) 御岳山 2012.11.18(日)３名、NL なし

(11) 立山 2013.8.23(金)-25(日)６名、湯、NL200

(12) 甲斐駒ヶ岳 （前項記事の通り）

［編集後記］ 「遙かな友」を歌ったあと Signore delle Cime を歌おうという急提案があったが、パートバランスが悪く、

またきちんと覚えていなかったため、残念ながら中止となりました。反省。 （B2：山路永司）


